
















図 ー 1.5 LANDSAT/ETM＋フォ ールスカラー画像（練馬区全域 ・ 2000年12月26日観測）
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図ー1.8 LANDSAT/ETM＋フォールスカラー画像（ケーススタディエリア：2000年12月26日観測）

調査対象地域のLANDSATtrMおよびLANDSAT/ETM＋フォ ールスカラ ー画像（図 ー 1.3～ 図 ー 1.8)の

特徴を表ー 1.6にまとめた。
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表ー 1.9 本調査で作成したIKONOS画像の特徴

観測対象 画像種別 特徴

マルチ画像
地上分解能が約4mとLANDSATと比べて高いため、

練馬区全域
（図 ー 1.10参照）

図ー 1.3～図 ー 1.5と比べると細かなパタ ーンが現れて
いることがわかる。

地上分解能が約4mとパンクロ画像より劣るため、 家

マルチ画像 屋などの小さな地物の形状が不明瞭である。 一方、 色

（図ー 1.11参照） 情報が存在するため、 植生の有無は明瞭に区別可能で
ある。

約lmという高い地上分解能のため、 家屋や道路とい
パンクロ画像 った地物の形状が明瞭である。 一方、 色情報が欠けて

（図 ー 1.12参照） いるため、裸地と家屋の屋根、 あるいは砂地と農地な
どの区別が困難である。

調査対 象範囲 地上分解能が約4mとパンクロ画像より劣るため、 家
(lkmX 1km) 

マルチ画像
屋などの小さな地物の形状が不明瞭である。 一方、 色

（図 ー 1.13参照）
情報が存在するため、植生の有無は明瞭に区別可能で
ある。 また、 冬季の画像であるため、 図ー 1.11と比べ
ると、植生を示す赤色域が大幅に少ないことがわかる。

パンクロとマルチの合成により約lmの地上分解能と

パンシャープン画像
色情報を併せもつ。 そのため、 地物の形状や植生の有

（図ー 1.14参照）
無を見るには最も適した画像である。 一方、 画素値が
壊れるため自動処理には使用できない。 そのため、 判
読に適した画像であるといえよう。
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